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芝生 は 修 景、 土 壌 保持 、 ク ッシ ョ ン 性な ど に 優れ て い るこ と か ら、 豊 か で安

全な 生 活 環境 を 創 造す る た めの 必 須 の緑 化 資 材と な っ てい る が 、そ の 反 面、 雑

草が 侵 入 しや す く 、遷 移 の 激し い 植 生で あ る こと か ら 、芝 生 の 普及 に は 、刈 取

りや 雑 草 防除 な ど の維 持 管 理が 必 要 不可 欠 な もの と な って い る 。  

一方 、 刈 取り が 頻 繁に 行 わ れる 芝 生 は強 度 の 刈取 り ス トレ ス の 加わ る 人 工生

態系 と 捉 える こ と がで き る こと か ら 、芝 地 雑 草の 生 態 を調 べ る こと に よ り、 刈

取り に 対 する 雑 草 の適 応 性 が解 明 さ れる 可 能 性が あ る 。  

本研 究 で は、 芝 地 の強 害 雑 草で あ る スズ メ ノ カタ ビ ラ （ P o a  a n n u a  L .） を

取り 上 げ て、 種 子 の形 成 時 期、 形 成 時期 別 の 種子 の 発 芽率 、 花 序節 を 含 む切 断

片か ら の 個体 発 生 、分 げ つ の発 達 様 式な ど 、 種子 繁 殖 と栄 養 繁 殖に 関 わ る要 因

につ い て 検討 を 加 えた 。 ま た、 ゴ ル フ場 の グ リー ン 由 来の ス ズ メノ カ タ ビラ

（ G P） と 果樹 園 由 来の ス ズ メノ カ タ ビラ （ O P）を 用 い て、 両 系 統の 繁 殖 特性

を比 較 す るこ と に より 、 ス ズメ ノ カ タビ ラ の 芝地 へ の 適応 性 の 解明 を 試 みた 。

本研 究 は 3 つ の 項 目に 大 別 され 、 以 下に 、 そ の概 要 を 項目 別 に 述べ た 後 、ス

ズメ ノ カ タビ ラ の 芝地 環 境 への 適 応 性に つ い て述 べ る 。  

1． ス ズメ ノ カ タビ ラの 発 生 消長 と 種 子休 眠  

 G P お よび O P の 種子 の 形 成時 期 は 11 月、 1 2 月 、 3 月 、 4 月 お よび 5 月 で あ

り、 種 子 は厳 冬 期 の 1 月 お よび 2 月 には 生 産 され な か った 。 ま た、 G P の 生産

する 種 子は O P より も小 型 で あっ た 。 さら に 、 両系 統 と も 9 0 %以 上 の 高い 種子

稔実 率 を 示し 、 採 取直 後 の 種子 発 芽 率と 野 外 での 発 芽 率の 比 較 から 、 G P の種

子は O P の 種 子 より も浅 い 休 眠性 を 示 すこ と が 示唆 さ れ た。  



2． ス ズメ ノ カ タビ ラの 栄 養 繁殖 と 栄 養繁 殖 個 体の 環 境 適応 性  

 切 断 片 から の 個 体発 生 率は G P およ び O P でほ ぼ 同 じで あっ た が 、節 の 位 置

で大 き く 異な り 、 両系 統 と もに 第 Ⅰ 節＜ 第 Ⅱ 節＜ 第 Ⅲ 節の 順 で 高か っ た 。乾 燥

と高 温 に 対す る 感 受性 は 、 切断 片 由 来の 個 体 より も 実 生個 体 で 高か っ た 。ま

た、 2 , 4 - D と B A の 混合 処 理 によ り 、 個体 発 生 率が 上 昇 した 。 こ の結 果 は 、 切

断片 か ら の個 体 発 生は 頂 芽 優勢 に よ り制 御 さ れて い る 可能 性 を 示す も の であ

る。  

 一 方 、 アオ カ モ ジグ サ と ハル ガ ヤ では 、 切 断片 か ら 個体 は 全 く発 生 し なか っ

たが 、 グ リー ン に 発生 し な いス ズ メ ノテ ッ ポ ウで も 、 高い 割 合 で個 体 が 発生 し

た。 こ の 結果 は 、 グリ ー ン への 適 応 性は 切 断 片か ら の 個体 の 発 生能 力 だ けで な

く、 切 断 片か ら 発 生し た 個 体の 低 温 、高 温 、 乾燥 な ど に対 す る 感受 性 が 関わ っ

てい る こ とを 示 す もの で あ る。  

3． ス ズメ ノ カ タビ ラの 花 序 節由 来 個 体の 分 げ つ芽 の 発 達  

 ス ズ メ ノカ タ ビ ラの 第 Ⅲ 節に 着 生 する 分 げ つ芽 は 穂 ばら み 期 の段 階 で 既に 分

化し て い るこ と が 確認 さ れ た。 ま た 、頂 生 花 序の 開 花 後期 に は プロ フ ィ ル節 が

大き く 伸 長し 、 分 げつ を 急 速に 外 部 へ抽 出 さ せる こ と が明 ら か にな っ た 。穂 ば

らみ 期 か ら 開 花 後 期ま で の 生育 に 要 する 期 間は 1 2 日 間 であ る こ とか ら 、 スズ

メノ カ タ ビラ の 分 げつ は 、 好適 な 生 育条 件 下 にお い て 、概 ね 1 2 日 間で プ ロフ

ィル の 分 化か ら 二 次枝 梗 形 成ま で を 完了 す る こと が 明 らか に な った 。  

4． ス ズメ ノ カ タビ ラの 芝 地 環境 へ の 適応 性  

 G P と O P の繁 殖 に関 わ る 諸特 性 を 比較 し た とこ ろ 、 両者 に 共 通す る 特 性

と、 ど ち らか 一 方 に顕 著 な 特性 が あ るこ と が 判明 し た 。花 序 節 を含 む 切 断片 か

らの 個 体 発生 は 両 方の 系 統 で確 認 さ れた が 、 種子 休 眠 性は G P に 特 有 の性 質で

ある こ と が判 明 し た。 G P の休 眠 性 が 低く 、 O P の 休 眠 性 が高 い 理 由の 一 つ と

して 、 グ リー ン と 果樹 園 の 年間 を 通 した 群 落 構造 が 考 えら れ る 。 小 型 の スズ メ

ノカ タ ビ ラは 大 型 草本 の 優 占し て い ない 期 間 に生 活 環 を全 う す る必 要 が あり 、

その た めに O P は種 子休 眠 に よっ て 種 子の 発 生 時期 を 晩 秋ま で 遅 らせ て い ると

考え ら れ る。 し か し、 常 時 、刈 り 取 りが 行 わ れて い る 芝地 で は 、草 冠 が 発達 せ

ずに ス ズ メノ カ タ ビラ の 好 適な 生 活 空間 と な る。 こ の ため 、 G P は 種 子 休 眠性

を失 っ た ので は な いか と 考 えら れ る 。  

 一 方 、 花序 節 を 含む 切 断 片か ら の 個体 発 生 が明 ら か にな っ た が、 グ リ ーン 内

の繁 殖 源 は切 断 片 から 発 生 した 個 体 だけ で な く、 発 生 個体 か ら 二次 的 に 生産 さ

れる 種 子 も含 ま れ 、さ ら に 、そ れ ら の種 子 が 休眠 性 を 示さ な い こと か ら 、周 年

にわ た っ てグ リ ー ン内 で ス ズメ ノ カ タビ ラ が 発生 し 続 ける こ と にな り 、 その 結

果、 適 応 性を 獲 得 した も の と考 え ら れる 。  


